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東海沖の後氷期の海洋レザバーとその海洋古環境との関係

Marine reservoir age in off Tokai area during the deglaciation and its relation to paleoen-
vironments
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東海沖から採取されたピストンコア試料の放射性炭素年代とコア中に挟在する三瓶浮布軽石の陸上での年代から推定
される後氷期のこの海域の海洋レザバーは，現在よりも大きく 600-700年程度と見積もられる．この大きな海洋レザバー
は，氷期から後氷期にかけてこの海域に存在したことが推定されている冷水塊に関係し，北西太平洋の大きい海洋レザ
バーを持った水塊が東海沖まで達していた影響と考えられる．


